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【公表日】平成20年5月29日(2008.5.29)
【年通号数】公開・登録公報2008-021
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【国際特許分類】
   Ａ４７Ｇ  27/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  18/42     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ４７Ｇ  27/02    １０２　
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【手続補正書】
【提出日】平成20年10月28日(2008.10.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カーペットであって当該カーペットが：（Ｉ）一次裏地；（ＩＩ）前記一次裏地を通じ
てタフティングまたは織り込みされた糸であって、これにより、結果としてもたらされる
該カーペットの下側に糸の束を創出する、糸；および（ＩＩＩ）該カーペットの下側に適
用されたポリウレタンであって、これにより、上記糸の束を該一次裏地に付着させている
ポリウレタン；を含み、ここで、該ポリウレタンが、ポリイソシアナートコンポーネント
とイソシアナート反応性材料の混合物を含有するポリオールコンポーネントとの反応生成
物であり、前記イソシアナート反応性材料混合物のうち、場合によってアルコキシル化さ
れた一つまたはそれ以上のヒドロキシメチル含有ポリエステルポリオールが重量で約２５
－９０％を構成している、カーペット。
【請求項２】
　アルコキシル化する前の段階で、一つまたは複数の上記ヒドロキシメチル含有ポリエス
テルポリオールが、以下の平均構造：
　［Ｈ－Ｘ］(z-p)－Ｒ－［Ｘ－Ｚ］p　（Ｉ）
［式中、Ｒはｚ個のヒドロキシル基及び／又は第一級アミン基もしくは第二級アミン基を
有する開始剤化合物の残基であって、ここで、ｚは少なくとも２であり；各Ｘは、独立し
て、－Ｏ－、－ＮＨ－または－ＮＲ’－であって、ここで、Ｒ’は不活性的に置換された
アルキル、アリール、シクロアルキルまたはアラルキル基であり、ｐは、一つのヒドロキ
シメチル含有ポリエステルポリオール分子当たりの［Ｘ－Ｚ］基の平均個数を表す１から
ｚまでの数字であり、Ｚは、一分子当たりのＡ基の平均個数がｚの≧１．３倍であること
を条件とし、且つ、それぞれのＡが、少なくとも幾つかのＡ基がＡ１、Ａ２またはＡ３で
あることを前提としてＡ１、Ａ２、Ａ３、Ａ４およびＡ５からなるグループから独立して
選択されることを条件とし、一つもしくはそれ以上のＡ基を含有する直鎖または分枝鎖で
あり、ここで、Ａ１は：
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【化１】

［式中、Ｂは、Ｈ、または別のＡ基のカルボニル炭素原子への共有結合であり；ｍは３よ
り大きい数字であり、ｎはゼロより大きいか、またはゼロに等しく、ｍ＋ｎは８から２２
までである］であり、Ａ２は：

【化２】

［式中、Ｂは前記説明の通りであり、ｖは３より大きい数字であり、ｒおよびｓは、それ
ぞれ、ｖ＋ｒ＋ｓが６から２０までであることを条件として、ゼロより大きいか、または
ゼロに等しい］であり、Ａ３は：

【化３】

［式中、Ｂ、ｖ、各ｒおよびｓは前記定義の通りであり、ｔはゼロより大きいか、または
ゼロに等しく、ｖ、ｒ、ｓおよびｔの合計は５から１８までである］であり、Ａ４は
【化４】
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［式中、ｗは１０－２４である］であり、Ａ５は
【化５】

［式中、Ｒ’は、少なくとも一つの環状エーテル基および場合によって一つもしくはそれ
以上のヒドロキシル基または他のエーテル基で置換されている直鎖状または分枝鎖状のア
ルキル基である］である］
を有している、請求項１に記載のカーペット。
【請求項３】
　上記ヒドロキシメチル含有ポリエステルポリオールがアルコキシル化されていない、請
求項２に記載のカーペット。
【請求項４】
　上記Ｒがポリエーテル基である、請求項３に記載のカーペット。
【請求項５】
　場合によってアルコキシル化された上記ヒドロキシメチル含有ポリエステルポリオール
が、平均で２．０個から約２．５個までのヒドロキシル基／分子を有している、請求項１
～４のいずれかに記載のカーペット。
【請求項６】
　場合によってアルコキシル化された上記ヒドロキシメチル含有ポリエステルポリオール
が、４００から約１３００までの平均当量を有している、請求項１～４のいずれかに記載
のカーペット。
【請求項７】
　場合によってアルコキシル化された一つまたは複数の上記ヒドロキシメチル含有ポリエ
ステルポリオールが、前記イソシアナート反応性材料のうち、重量で約２５－６０％を構
成している、請求項１に記載のカーペット。
【請求項８】
　場合によってアルコキシル化された一つまたは複数の上記ヒドロキシメチル含有ポリエ
ステルポリオールが、前記イソシアナート反応性材料のうち、重量で約３０－５５％を構
成している、請求項７に記載のカーペット。
【請求項９】
　上記イソシアナート反応性材料が付加的な高い当量のポリオールを含む、請求項１に記
載のカーペット。
【請求項１０】
　上記高い当量のポリオールがポリエーテルポリオールである、請求項９に記載のカーペ
ット。
【請求項１１】
　上記イソシアナート反応性材料が鎖延長剤を含む、請求項１に記載のカーペット。
【請求項１２】
　上記ポリイソシアナートコンポーネントおよび上記イソシアナート反応性コンポーネン
トが、それぞれ、界面活性剤または気泡安定剤を含んでいない、請求項１に記載のカーペ
ット。
【請求項１３】
　更に二次裏地を含む、請求項１に記載のカーペット。
【請求項１４】
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　上記二次裏地がポリウレタンにより該カーペットに付着されている、請求項１３に記載
のカーペット。
【請求項１５】
　上記二次裏地を該カーペットに付着させている前記ポリウレタンが、ポリイソシアナー
トコンポーネントとイソシアナート反応性材料の混合物を含有するポリオールコンポーネ
ントとの反応生成物であり、前記イソシアナート反応性材料混合物のうち、場合によって
アルコキシル化された一つまたはそれ以上のヒドロキシメチル含有ポリエステルポリオー
ルが重量で約５－７０％を構成している、請求項１４に記載のカーペット。
【請求項１６】
　（Ｉ）ポリウレタン形成組成物をカーペットの下側に適用するステップであって、前記
カーペットが一次裏地と該カーペットの下側に糸の束を形成すべく前記一次裏地を通じて
タフティングまたは織り込みされた糸を有する、ポリウレタン形成組成物の適用ステップ
；および（ＩＩ）前記ポリウレタン形成組成物を硬化させてポリウレタンコーティングを
形成するステップであって、該ポリウレタンコーティングが前記糸の束を該一次裏地に付
着させる、ポリウレタン形成組成物の硬化ステップ；を含み、ここで、前記ポリウレタン
形成組成物がポリイソシアナートコンポーネントとイソシアナート反応性材料の混合物を
含有するポリオールコンポーネントとを含み、前記イソシアナート反応性材料混合物のう
ち、場合によってアルコキシル化された一つまたはそれ以上のヒドロキシメチル含有ポリ
エステルポリオールが重量で約２５－９０％を構成する、方法。
【請求項１７】
　アルコキシル化する前の段階で、一つまたは複数の上記ヒドロキシメチル含有ポリエス
テルポリオールが、以下の平均構造：
　［Ｈ－Ｘ］(z-p)－Ｒ－［Ｘ－Ｚ］p　（Ｉ）
［式中、Ｒはｚ個のヒドロキシル基及び／又は第一級アミン基もしくは第二級アミン基を
有する開始剤化合物の残基であって、ここで、ｚは少なくとも２であり；各Ｘは、独立し
て、－Ｏ－、－ＮＨ－または－ＮＲ’－であって、ここで、Ｒ’は不活性的に置換された
アルキル、アリール、シクロアルキルまたはアラルキル基であり、ｐは、一つのヒドロキ
シメチル含有ポリエステルポリオール分子当たりの［Ｘ－Ｚ］基の平均個数を表す１から
ｚまでの数字であり、Ｚは、一分子当たりのＡ基の平均個数がｚの≧１．３倍であること
を条件とし、且つ、それぞれのＡが、少なくとも幾つかのＡ基がＡ１、Ａ２またはＡ３で
あることを前提としてＡ１、Ａ２、Ａ３、Ａ４およびＡ５からなるグループから独立して
選択されることを条件とし、一つもしくはそれ以上のＡ基を含有する直鎖または分枝鎖で
あり、ここで、Ａ１は：
【化６】

［式中、Ｂは、Ｈ、または別のＡ基のカルボニル炭素原子への共有結合であり；ｍは３よ
り大きい数字であり、ｎはゼロより大きいか、またはゼロに等しく、ｍ＋ｎは８から２２
までである］であり、Ａ２は：
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【化７】

［式中、Ｂは前記説明の通りであり、ｖは３より大きい数字であり、ｒおよびｓは、それ
ぞれ、ｖ＋ｒ＋ｓが６から２０までであることを条件として、ゼロより大きいか、または
ゼロに等しい］であり、Ａ３は：

【化８】

［式中、Ｂ、ｖ、各ｒおよびｓは前記定義の通りであり、ｔはゼロより大きいか、または
ゼロに等しく、ｖ、ｒ、ｓおよびｔの合計は５から１８までである］であり、Ａ４は
【化９】

［式中、ｗは１０－２４である］であり、Ａ５は

【化１０】

［式中、Ｒ’は、少なくとも一つの環状エーテル基および場合によって一つもしくはそれ
以上のヒドロキシル基または他のエーテル基で置換されている直鎖状または分枝鎖状のア
ルキル基である］である］
を有する、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　上記ヒドロキシメチル含有ポリエステルポリオールがアルコキシル化されない、請求項
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１７に記載の方法。
【請求項１９】
　上記Ｒがポリエーテル基である、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　場合によってアルコキシル化された上記ヒドロキシメチル含有ポリエステルポリオール
が、平均で２．０個から約２．５個までのヒドロキシル基／分子を有する、請求項１６～
１９のいずれかに記載の方法。
【請求項２１】
　場合によってアルコキシル化された上記ヒドロキシメチル含有ポリエステルポリオール
が、４００から約１３００までの平均当量を有する、請求項１６～１９のいずれかに記載
の方法。
【請求項２２】
　上記イソシアナート反応性材料が高い当量のポリオールを含む、請求項１６に記載の方
法。
【請求項２３】
　上記高い当量のポリオールがポリエーテルポリオールである、請求項２２に記載の方法
。
【請求項２４】
　上記ポリイソシアナートコンポーネントおよび上記イソシアナート反応性コンポーネン
トが、それぞれ、界面活性剤または気泡安定剤を含まない、請求項１６に記載の方法。
【請求項２５】
　更に二次裏地を該カーペットに付着させるステップを含む、請求項１６に記載の方法。
【請求項２６】
　上記二次裏地が、該カーペットと該二次裏地との間にポリウレタン形成組成物の層を適
用し、前記ポリウレタンを硬化させることにより、該カーペットに付着される、請求項２
４に記載の方法。
【請求項２７】
　該カーペットと該二次裏地との間に適用される上記ポリウレタン組成物が、ポリイソシ
アナートコンポーネントおよびイソシアナート反応性材料の混合物を含有するポリオール
コンポーネントを含み、前記イソシアナート反応性材料混合物のうち、場合によってアル
コキシル化された一つまたはそれ以上のヒドロキシメチル含有ポリオールが重量で約５－
７０％を構成する、請求項２５に記載の方法。
【請求項２８】
　カーペットであって、当該カーペットが、一次裏地およびポリウレタンラミネート層で
該一次裏地に直接的または間接的に付着されている二次裏地を含み、ここで、前記ポリウ
レタンラミネート層がポリイソシアナートコンポーネントとイソシアナート反応性材料の
混合物を含有するポリオールコンポーネントとの反応生成物であり、前記イソシアナート
反応性材料混合物のうち、場合によってアルコキシル化された一つまたはそれ以上のヒド
ロキシメチル含有ポリエステルポリオールが重量で約２５－９０％を構成している、カー
ペット。
【請求項２９】
　アルコキシル化する前の段階で、一つまたは複数の上記ヒドロキシメチル含有ポリエス
テルポリオールが、以下の平均構造：
　［Ｈ－Ｘ］(z-p)－Ｒ－［Ｘ－Ｚ］p　（Ｉ）
［式中、Ｒはｚ個のヒドロキシル基及び／又は第一級アミン基もしくは第二級アミン基を
有する開始剤化合物の残基であって、ここで、ｚは少なくとも２であり；各Ｘは、独立し
て、－Ｏ－、－ＮＨ－または－ＮＲ’－であって、ここで、Ｒ’は不活性的に置換された
アルキル、アリール、シクロアルキルまたはアラルキル基であり、ｐは、一つのヒドロキ
シメチル含有ポリエステルポリオール分子当たりの［Ｘ－Ｚ］基の平均個数を表す１から
ｚまでの数字であり、Ｚは、一分子当たりのＡ基の平均個数がｚの≧１．３倍であること
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を条件とし、且つ、それぞれのＡが、少なくとも幾つかのＡ基がＡ１、Ａ２またはＡ３で
あることを前提としてＡ１、Ａ２、Ａ３、Ａ４およびＡ５からなるグループから独立して
選択されることを条件とし、一つもしくはそれ以上のＡ基を含有する直鎖または分枝鎖で
あり、ここで、Ａ１は：
【化１１】

［式中、Ｂは、Ｈ、または別のＡ基のカルボニル炭素原子への共有結合であり；ｍは３よ
り大きい数字であり、ｎはゼロより大きいか、またはゼロに等しく、ｍ＋ｎは８から２２
までである］であり、Ａ２は：
【化１２】

［式中、Ｂは前記説明の通りであり、ｖは３より大きい数字であり、ｒおよびｓは、それ
ぞれ、ｖ＋ｒ＋ｓが６から２０までであることを条件として、ゼロより大きいか、または
ゼロに等しい］であり、Ａ３は：
【化１３】

［式中、Ｂ、ｖ、各ｒおよびｓは前記定義の通りであり、ｔはゼロより大きいか、または
ゼロに等しく、ｖ、ｒ、ｓおよびｔの合計は５から１８までである］であり、Ａ４は
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【化１４】

［式中、ｗは１０－２４である］であり、Ａ５は
【化１５】

［式中、Ｒ’は、少なくとも一つの環状エーテル基および場合によって一つもしくはそれ
以上のヒドロキシル基または他のエーテル基で置換されている直鎖状または分枝鎖状のア
ルキル基である］である］
を有している、請求項２８に記載のカーペット。
【請求項３０】
　上記ヒドロキシメチル含有ポリエステルポリオールがアルコキシル化されていない、請
求項２９に記載のカーペット。
【請求項３１】
　上記Ｒがポリエーテル基である、請求項３０に記載のカーペット。
【請求項３２】
　場合によってアルコキシル化された上記ヒドロキシメチル含有ポリエステルポリオール
が、平均で２．０個から約２．５個までのヒドロキシル基／分子を有している、請求項２
８～３１のいずれかに記載のカーペット。
【請求項３３】
　場合によってアルコキシル化された上記ヒドロキシメチル含有ポリエステルポリオール
が、４００から約１３００までの平均当量を有している、請求項２８～３１のいずれかに
記載のカーペット。
【請求項３４】
　場合によってアルコキシル化された一つまたは複数の上記ヒドロキシメチル含有ポリエ
ステルポリオールが、前記イソシアナート反応性材料のうち、重量で約２５－６０％を構
成している、請求項２８に記載のカーペット。
【請求項３５】
　場合によってアルコキシル化された一つまたは複数の上記ヒドロキシメチル含有ポリエ
ステルポリオールが、前記イソシアナート反応性材料のうち、重量で約３０－５５％を構
成している、請求項３４に記載のカーペット。
【請求項３６】
　上記イソシアナート反応性材料が付加的な高い当量のポリオールを含む、請求項２８に
記載のカーペット。
【請求項３７】
　上記高い当量のポリオールがポリエーテルポリオールである、請求項３６に記載のカー
ペット。



(9) JP 2008-517667 A5 2008.12.18

【請求項３８】
　上記イソシアナート反応性材料が鎖延長剤を含む、請求項２８に記載のカーペット。
【請求項３９】
　上記ポリイソシアナートコンポーネントおよび上記イソシアナート反応性コンポーネン
トが、それぞれ、界面活性剤または気泡安定剤を含んでいない、請求項２８に記載のカー
ペット。
【請求項４０】
　二次裏地をカーペットに付着するための方法であって、当該方法が：ポリウレタン形成
組成物を該二次裏地または該カーペットに適用するステップ；前記ポリウレタン形成組成
物が該二次裏地と該カーペットとの中間に介在するような仕方で該カーペットを該二次裏
地に接合するステップ；および該ポリウレタン形成組成物を硬化させるステップ；を含み
、ここで、前記ポリウレタン形成組成物がポリイソシアナートコンポーネントおよびイソ
シアナート反応性材料の混合物を含有するポリオールコンポーネントを含み、前記イソシ
アナート反応性材料混合物のうち、場合によってアルコキシル化された一つまたはそれ以
上の脂肪酸アミドポリオールが重量で約２５－９０％を構成する、方法。
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